
TEAM MYODEN 
            市川市立妙典中学校 令和５年度生徒指導だより第５号 ９月２９日 

教育目標：未来を拓く妙典中生徒＜明るく・正しく・美しく＞ 

目指す生徒：◎ふれあいを大切にする生徒 ◎進んで学ぶ生徒 ◎頑張りぬく生徒 

◎社会人基礎力という言葉を知っていますか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 
 

 

  

 

 

「社会人基礎力」という言葉をご存じですか？２００６年に経済産業省が提唱した「職場や地域社会で多様

な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」のことです。ここでは３つの能力を指すそうです。紹介

します。          

①前に踏み出す力（アクション） 

前に踏み出す力（アクション）とは、「一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力」を指します。

誰かの指示を待って動くのではなく、自ら行動・チャレンジすることが求められます。 

学校生活ではまずは失敗を恐れず、挑戦してみることが大切です。そしてチャレンジした結果、たとえうま

くいかなかったとしても、次にどう生かすかを考えていくこと。他者と協力しながら粘り強く解決に向けて

やり切ることが重要です。 

②考え抜く力（シンキング） 

考え抜く力（シンキング）とは、「疑問を持ち、考え抜く力」を指します。 

論理的に答えを出すだけでなく、自ら課題提起して解決のためのシナリオを描く「自律的な思考力」が求め

られます。課題の解決や物事の改善には、常に問題意識を持つ姿勢が必要です。課題を見つけたら、十分に

納得するまで考え抜いて答えにたどり着こうと考える。この繰り返しが、自律的な思考力を高めることにつ

ながります。 

③チームで働く力（チームワーク） 

チームで働く力（チームワーク）とは、「多様な人々とともに、目標に向けて協力する力」を指します。グ

ループ内の協調性にとどまらず、多様な人々とのつながりや協働を生み出す力が求められます。個人で大き

な成果をあげようとしても、一人でできることには限界があります。しかし多様な人と協働できれば、大き

な成果を生み出すことが可能になります。その際は自分の意見をわかりやすく相手に伝えることに加え、相

手の意見や立場を尊重し目標に向けて協力し合える力を磨くことが求められます。 

 

これらのことを日々の学校生活の中で、少しでも意識してみると自己の成長にもつながるかもしれません。変化の激しい

現代社会に対応していくためにも、これらの力を今のうちに身につけておくと良いかもしれませんね！ 

１０月２日（月）より制服登校再開となります。準備をお願いします。 


